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Abstract

PolycarbonateproductsbecomebetterproofagalnStChemicalsbythethermal

armealing.Wemeasuredthermalsurfacetheoutsideandinsidepartsoftheproduct

separatelybyDi飴rentialSca血ingCalorimeter(DSC).Wedetectedthesmallchangeof

DSCcurvecausedbyrelaxationfi･om thesurfacepartofunannealingsample.We

suggestedthattheweaknessofchemicalproofarrisedfromtherelationstatedi飽rence.

TheimprovementofchemicalproofmakesbettertokeepthehomogeneltyOfthe

relaxationstateintheproduct.
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1.背景

本研究は平成 15年度に工学部が企業から募

集した卒論テーマの1つとして旭有機材工業

(樵)から提秦のあったテーマである｡ここでは､

エンジニアリングプラスチックの 1つであるポ

リカーボネー ト(PC)成型品の物性評価の結果に

ついて述べる｡ポリカーボネー トは､右のような

分子式の無色透明の非晶質の高分子で､エンジニ

アリングプラスチックとして広く使用されてい

る｡吸湿性が小さくて耐熱性にとみ､耐衝撃性が

優れており､溶融状態からの成型加工に適し､繊

維､フイルム､射出成型､加工成型品など広く用

いられている｡水及びアルカリ性に対して安定で

あり､対候性も高い｡
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提案されたテーマより次のような研究目的を

立てた｡ポリカーボネー ト製品はポンプ(バルブ)

の部品に実際に商品として使用されているが成

型したままでは耐薬品性がよくなく四塩化炭素

などが触れると表面が自濁し剥離したり､あるい

は割れが発生する問題があった｡その製品をアニ

ール処理することにより耐薬品性を向上させて

利用されていた｡しかし､アニールよってどのよ

うなメカニズムで､薬品に対して表面の剥離等が

なくなるのかよくわかっていなかったので､その

解明を目的として研究を行った｡



108 宮 崎 大 学 工 学 部 紀 要 第33号

2.実験

未アニール品とアニールした 2種類のポリカ

ーボネー ト製品のサンプルを提供してもらい比

較を行った｡まず本研究室で半導体の光学的評価

に用いているフォ トルミネッセンス法およびラ

マン分光法によりスペク トルをとって比較して

見たが､両サンプルに差は見られなかった｡

そこで次に示差走査熱量計(DSC)により熱解析

を行った｡提供されたシリンダ型のサンプルを内

表面､外表面および内部の3つに切り分けた｡ア

ニール晶と未処理晶があるので計 6種のサンプ

ルを測定した｡それぞれの試験片は､約 5×5mm､

質量約 10mgで､DSC用アルミパンに封入してN2

ガス雰囲気中で測定を行った｡測定結果の再現性

があまりよくなかったので､サンドペーパーなど

で表面を滑らかにするなど工夫して測定を行っ

た｡

3.結果 ･考察

まず､未処理のサンプルのDSC曲線の場所依存性
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図 1未処理のサンプルのDSCカーブ

を図1に示す｡どの部分にも145℃付近に明瞭な

ガラス転移が見られた｡内外表面部の試験片から

は 120-135℃付近に高分子の緩和によると思わ

れる DSCカーブの傾きの変化が見られた｡(*1,*2)

サンプルの内部ではその量が小さく明瞭な緩和

による変化は認められなかった｡ これらのことか

ら､内部では緩和が進んでいるのに対し､表面部

ではより大きな歪などが残っている状態である

ことがわかる｡

次に各部位でのアニール前後の DSC曲線の変化を

示す｡外表面と内表面は同じ傾向を示したので､外

表面のサンプルを図2に代表して示し､サンプル内
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図2外表面部のサンプルのDSCカーブ
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図3 内部のサンプルのDSCカーブ
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部の結果を図3に示した｡表面側ではアニールによ

り､ガラス転移直前の小さな吸熱現象がなくなり､

全体に変化が少なくなっている｡内部のサンプルで

も､未処理のものは､ガラス転移以前になんらかの

緩和によると思われる傾きの変化が見られたが､ア

ニール後では､それらの変化が小さくなった｡

これらの結果について考察すると内表面と外表

面では製品を成型する際に金型により融液が急冷

されたのに対して内部は金型中で徐冷されたため

だと考えられる｡熱伝導率の小さなポリマーでは､

表面に比べて内側は成型する時に熱が逃げにくい

ためにこのような熱履歴になったと思われる｡この

ような熱履歴の不均一が､表面側と内部の間に生じ

たため応力や密度の分布などを発生させ､それによ

って､薬品に対する溶解性や膨潤度などが異なり､

表面の剥離をひきおこしていると考えられる｡この

研究により DSCカーブからアニール後のポリマー

の緩和の程度の差を吸熱量の差として半定量的に

評価できることがわかった｡これを用いることで､

これまで経験的に決めていたアニール条件を最適

化できる可能性がある｡
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